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今回は平成6年に竣工した安土町
の文化・芸術ホール『文芸セミナ
リヨ』にお邪魔し、広報などを担
当されている素敵な人、萩原愛子
さんにお会いしました。
今から約400年前、ここ安土には
信長に許しを得たキリスト教の宣
教師たちが神学校を開校したと

いう歴史があります。それ

が『セミナリヨ』と呼ばれ、キリ
スト教だけではなく、音楽、絵画
など幅広く西洋文化を伝えるも
のだったそうです。1581年、ここ
安土において信長は日本で最初に
オルガンを聴いたと伝えられてい
ます。

萩原愛子さんは以前、隣の総合体
育館『あづちマリアート』に勤
務しておられ、ハンドボールで2
度も国体出場経験を持つスポー
ツレディーと聞いてビックリ。し
かし、ここで仕事をするようにな
って演奏以外の音楽家の姿を見

られたり、直接お話ができたりと
別の楽しみも多くなったとのこと。
「クラシックはとても奥が深く、　お
客様から教えていただくことがた
くさんあります」とも。

文芸セミナリヨのパイプオルガン
は赤。これは信長が赤を好んだこ
とにちなんで着色されたそうで
赤く彩られたパイプオルガンは大
変珍しいらしいとのことです。
「このホールは客席とステージが
近いのが特徴なので、今後はアー
ティストとお客さんがコミュニケ
ーションをとりながら楽しめる企
画をしていきたい」と将来ビジョ
ンも語って下さいました。
2月8日に予定されているバンド
ネオンコンサート『小松亮太＆ザ・
タンギスツ』は荻原さんが担当さ
れるそうで、「世界で期待される
若きバンドネオン奏者小松亮太さ

んのエネルギッシュなパフォーマ
ンスは見逃せない」とのこと。  
　　　　　　　　　　　（取材・北中）
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